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２つの影と光源 

 

 次の問いに答えなさい。 

 

（１）図１のように東西に２１㎝離れたところに７.５㎝の棒Ａと５㎝の棒Ｂが並んでいて，棒Ｂの北西に，

電球のついた高さ１７.５㎝の棒が立っています。電球をつけたところ，棒Ａの影の先端は南に９㎝，

西に９㎝の位置に重なり，棒Ｂの影は６㎝の長さになりました。このとき，電球のついた棒は，棒Ｂか

ら北に何㎝，西に何㎝の位置に立っていますか。電球の大きさは考えません。 

 

（２）図２のように３本の棒Ｃ，Ｄ，Ｅと電球のついた棒が立っています。棒Ｃ，Ｄ，Ｅは東西に一直線に

並んでいて，高さはそれぞれ１０㎝，５㎝，８㎝です。電球のついた棒は高さが２０㎝で，棒Ｅの北西

に立っています。電球をつけたところ，棒ＤとＥの影の長さの比は，１：２になりました。このとき，

電球のついた棒と棒Ｅが立っている２地点間の距離を求めなさい。電球の大きさは考えません。 

 

   図１                    図２ 
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２つの影と光源 （１）北に１２㎝，西に９㎝ （２）６０㎝ 

 

（１）図①のようになるので，北に１２㎝，西に９㎝です。 

 

 

   図① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）電球のついた棒とＤ，Ｅが立っている地点の距離の比は， 

（１×
２０−５

５
）：（２×

２０−８

８
）＝１：１なので，３つの地点を結ぶと図②のように二等辺三角形に

なります。図③のかげをつけた直角三角形は２辺の長さの比が６４：８０＝４；５なので，図①におい

て３辺の長さの比が９：１２：１５＝３：４：５の直角三角形が現れていることから，残りの辺の長さ

は６４×
３

４
＝４８（㎝）です。斜線部分の直角三角形も，２辺の長さの比が３６：４８＝３：４である

ことから３：４：５の直角三角形なので，電球のついた棒と棒Ｅが立っている２地点間の距離は， 

３６×
５

３
＝６０（㎝）です。 

 

   図②                  図③ 
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